
和歌山電力株式会社ご加入のみなさまへ　

全国で省エネの取り組みが進んでいますが、家庭での節電がとても大事。
まずは夏のピークタイムに、みんなで節電を頑張ってみませんか？

※参加者を公平にくじで割り、A・B どちらかの日を指定します。

　家庭でできる夏の節電アクション
ゲーム感覚で取り組んでみましょう！

テレビで節電！ エアコンで節電！ 照明で節電！

冷蔵庫で節電！ 外出で節電！ 待機電力削減！

　※プラズマテレビなら0.85kWhの節約

　・温度を1度あげる
　・フィルターをきれいに

　※電球型蛍光ランプなら0.03kWhの節約

　・設定温度を[強]から[中]へ
　・壁から適切な間隔で設置
　・ものを入れすぎない

・週1回×7時間程度の外出で、
エアコン1.18kWh
・照明（白熱電球）0.4kWh
・液晶テレビ0.35kWh 

　・電力消費の6％は待機電力
　（※月々の電気代が1万円の家庭なら約600円に相当）

　・長時間使わない時は
    主電源をOFF

指定された2日間
家庭で節電に

取り組んでみよう！

･省エネ生活で地球にやさしい！

･普段より節電できたら、電気料金が安くなります！さらに、ごほうびもゲット！

① 電力会社のポータルサイトより本プロジェクトに参加登録して，アンケートに回答をしてください。

　（参加登録・アンケート回答の謝金分を、電気料金のご請求と合わせてお支払いします。）

② 指定された日程で節電にご協力ください。節電した使用量に応じて上記のとおり電気料金のご請求と合わせてお支払いします。

③ 今回参加登録をされた方には、今年度の冬以降に行う社会実証もご案内します。ぜひご協力ください！

※ 節電の際は、体調を考慮しながら無理せず取り組んでください。
※ 上記の削減割合の数値は一般的な世帯において試算した二日間あたりの節電量です。いつもの電気の使用量やお持ちの電化製品によって大きく異なりますので、目安としてお考え下さい。

本プロジェクトは、環境省の委託を受けて、国立大学法人京都大学、株式会社日本新電力総合研究所、ロバスト・ジャパン株式会社を受託事業者として（調査補助事業者 
株式会社日経リサーチ）、無理ない楽しい節電を進め、よりよいエコ社会を実現するため、節電キャンペーンやアンケート調査についてご案内するものです。

当チラシの内容に関するお問合せはこちら[ energysaving_pj@nikkei-r.co.jp]まで

Aグループ：2019／8／30(金)・31(土)
Bグループ：2019／9／1(日)・2(月)  

午後13:00 ～ 16:00の間（夏の電力ピークタイム）

無理せず楽しく節電！DAY

0.15kWhの
節約！

　・省エネモードでの利用
　（液晶テレビの場合） 1.04kWhの

節約！

0.11kWhの
節約！

・毎日1時間消す
（白熱電球の場合）

0.83kWhの
節約！

計1.93kWhの
節約！ 半分で

0.83kWhの節約！

日頃の電気の平均使用量から節電を頑張った分だけ1kWhあたり100円、
二日間合計で最大1000円まで、当月分の電気料金のご請求と合わせてお支払いします。

詳しくは資源エネルギー庁
「家庭の省エネ徹底ガイド」へ

※画面のQRコードが読み込めない時は
表示を拡大してご利用ください。


